
こんな本があります 
神宮前・原宿の本 

 

分  類  資   料  名 編 著 作 者 出  版  者 出版年  

S10 神宮前地域実態調査 創立50 周年記念出版  渋谷区立神宮前小学校 1981 

S12 杜の絆 神宮前地区町会連合会40 周年記念  神宮前地区町会連合 2010 

S13 なつかしい穏田の思い出 佐藤 昇 渋谷郷土研究会 1969 

S13 原宿 １９８３  原宿シャンゼリゼ会 1983 

S13 原宿 １９９３  原宿シャンゼリゼ会 1994 

S13 原宿 １９９５  穏田表参道町会 1994 

S13 
ふるさと渋谷の昔がたり 第２集（渋谷区

文化財シリーズ） 
渋谷区教育委員会 渋谷区教育委員会 1988 

S11 
原宿表参道 みんなが知らなかった原宿表

参道の秘密がいっぱい（エイムック） 
 枻出版社 2004 

S14 
渋谷区史跡散歩地図 第２集（渋谷区文化

財シリーズ） 
 渋谷区教育委員会 1988 

S14 渋谷区文化財マップ 平成２１年９月  渋谷区教育委員会 2009 

S13 東郷神社誌 東郷神社 東郷神社 1984 

S50 町会報 おんでん No．1－141  穏田町会 2009 

S50 創立50周年記念誌 原宿三丁目町会 原宿三丁目町会 2004 

S34 原宿わんぱく物語 雨宮 央樹 鳥影社 2000 

S34 原宿の思い出 家城 定子 講談社 2002 

S34 原宿エクスプレス 刈米 義雄 河出書房新社 1994 

S34 表参道のヤッコさん 高橋 靖子 アスペクト 2006 

S34 表参道十年 小泉 タエ 講談社 1986 

S34 小泉今日子原宿百景 小泉今日子 スイッチ・パブリッシング 2010 

S34 原宿セントラルアパート物語（幻冬舎文庫） 浅井 慎平 幻冬舎 2002 

  

 

 

 

原宿といえば、今や全国いや世界に知られた街になりました

が、残念ながら地名としての「原宿」はもはや存在していません。

原宿の名は戦国大名北条氏の文書※1 に登場する古くからある地

名で、明治 22 年（1889）に千駄ヶ谷村に統合されるまで原宿

村として存在しました。その後は千駄ヶ谷村の大字原宿であり、

昭和 7 年（1932）の渋谷区成立時に原宿は一丁目から三丁目ま

で ある 町 名として

引 き継 が れました。

そして、昭 和 40 年

の住居表示実施にともない、穏田地域とともにその名を神宮前と

し地名としては姿を消しました。 

神宮前は一丁目から六丁目まであって、ほかに区内で六丁目

まである町名は本町と千駄ヶ谷のみです。本町と千駄ヶ谷は古く

から地名としてありましたが、「神宮前」の名称は大正 9 年

（1920）に明治神宮が鎮座して以降から使用されるようになり、

町名に採用される以前は小学校の名称としてや地下鉄銀座線に

神宮前駅※2 がありました。神宮前地域は明治神宮・代々木公園

を擁する代々木神園町に次ぐ広さがあり、表参道がそのシンボル

として中央を貫いています。そんな広い「どこまで行っても神宮

前」を原宿駅から散策してみませんか。 

原宿駅は現在平成の大改装中ですが、

実は原宿駅が明治 39 年に開設された場

所は今より北寄りの代々幡村内で、その

後移転した現在の場所も穏田村というわ

けで、原宿村内に存したことはなかった

のです。 
 

※1 『小田原衆所領役帳』 

※2 「表参道」に変更され、後に現在地に移転 

しぶや、あの日 あんなこと そして こんな本 
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➋ 勢 揃 坂 神宮前二丁目

後三年の役―永保３年（1083）に八幡太郎義家が奥州征伐にむかうとき、

ここで軍勢を揃えて出陣して行ったといわれ、この名が残されております。
このとき従軍した武士のなかに、坂東八平氏（平氏の一族）のひとり河崎

重家（渋谷の領主）がおり、手柄をたてたという伝説があります。

旧千駄ヶ谷二丁目と原宿一丁目との境界に
かかっていたのでこの名がつけられました。

古老によると、穏田に住んでいた大山元
帥が馬に乗ってしばしばこの橋を渡った

ことからつけられたといいます。

神宮橋

➐ 水 無 橋（みずなしばし） 神南二丁目１番先

表参道駅方面から神宮前五丁目～神宮前六丁目を横断し、ここに至る道路は歴史が古

く、江戸時代からあったものです。青山から代々木村に達するただ一つの幹線道路で
した。明治16年（1883）に日本鉄道のの建設が計画され、その線路を敷くために、

新たな切り通しがここに作られました。そのため、今まで使っていた大切な道路が切
られてしまうということで、線路の上に架けられたのがこの水無橋です。陸橋として
作られたものでは、東京でも古い方でした。その後、今の橋に架け替えられています。

❻ 石 仏 群 曹洞宗慈雲山長泉寺 神宮前六丁目25番12号

墓地の奥には、二百数十体の石仏が並んでいます。大部分は地蔵ですが、そのほか

に聖観音をはじめ各種の観音像などが見られます。いずれも民間で作られたと思わ
れる素朴な石仏で、かつてこの付近に立てられてあったものが宅地造成などの折に、

ここへ集められてきたということです。石仏に彫り込まれた年号から、このあたり
にはかなり古くから地蔵信仰や観音信仰があって、村びとたちのあいだで講が作ら
れていたことがわかります。

➎ 大山史前学研究所と大山柏邸跡 神宮前五丁目５番

昭和20年（1945）5月の大空襲によって焼失するまで、この場所には大山柏（元公

爵・文学博士）の邸宅と主催する大山史前学研究所がありました。柏は、明治の元勲大
山巖公爵の次男として明治22年（1889）6月、東京に生まれ、兄の高が早世したこと

により家督を継ぎました。軍人の家柄に生をうけた柏は、兄亡きのち、軍人の道を歩む
ことになります。大正12年（1923）に近代戦史研究の名目でヨーロッパに留学し、あ
わせて考古学の研究も行っています。大正13年（1924）に帰国した柏は、自邸内に史

前研究室（のちに大山史前学研究所）を設立し、史前研究会（のちに史前学会）を組織
しました。大山史前学研究所は遺跡の調査研究、雑誌の刊行、出土品の展示、約一万冊

にもおよぶ蔵書の閲覧など、現在の国公立研究所にも劣らない機能を持ち、戦後の日本
考古学の基礎を築いたばかりでなく、そこに集った多くの若い研究者は、現在の日本考
古学の躍進に寄与しています。

➌ 穏原小学校旧跡 渋谷区神宮前三丁目８番

この学校は、妙円寺などの寺小屋の児童を収容し、穏田・原宿両村の連合公立小学校

として、明治14年（1881）に当時の原宿70番地に開校したもので、当時の児童数
は24名にすぎませんでした。しかし、付近の住宅化が進むにつれ児童数も増加した

ため、同21年にこの場所に校舎を新築し、移転してきました。その後、校地が再び
狭くなり、同33年に原宿170番地に移転しました。

➍ 徳冨蘆花住居跡 神宮前四丁目9番

徳冨蘆花は、明治33年（1900）10月に、逗子からここに移っ

てきました。明治38年（1908）12月再び逗子に移るまでの間
に「思出の記」を完成させ、また「黒潮」「慈悲心鳥」「霜枯日

記」などの作品を次々に発表しました。

この坂の延長は約200ｍですが、その形が木の根っこのように曲がっ
ていることから、この名ができたらしい。『御府内場末其他往還沿革

図書』の天保年度の図を見ると、稲葉長門守の下屋敷と、戸田武次郎
の屋敷との間を通って、穏田橋へ通じる道に「子ッコ坂」とあり、嘉

永4年（1851）の『青山長者丸辺の図』にも、「子ッコサカ」と見え
るので、この坂道はかなり古くから通じていたものでしょう。

旧穏田と原宿との境界にかかっ
ていたのでこの名がつけられま

した。

穏原橋

神宮橋は明治神宮大鳥居へ通じる橋。大正9年に神宮が鎮座し
た時、国鉄山手線・貨物線をまたいで初めて架けられました。

昭和54年から３か年をかけて昭和57年に新橋が完成。新橋の
設計にあたっては、親柱などは旧橋のものを一部修理して復元

し、高欄は新しい御影石を用いてできるだけ元の形に復元して
います。

● 同潤会青山アパート跡

❶ 石 仏 群 浄土宗外輪山 延命寺 千駄ヶ谷三丁目56番15号

このあたりの古い地名にちなみ、寺の本尊は外輪（とがわ）地蔵と呼ばれていますが、この境内には、約三十体の

観音・庚申・地蔵などの供養塔があります。これらの石仏は、その年記から江戸時代中期頃より作られていたこと
がわかります。観音像は如意輪観音と聖観音で、如意輪観音は片手を頬に当て片膝を立てた座像です。庚申供養塔

は青面金剛像と三猿のもの、文字と三猿のもの、あるいは一猿が角柱の三面に配置されているものなど、さまざま
な形のものがあります。また、もとは青山久保町（現在の北青山二丁目～三丁目）に造立されたものもあって、こ
れらの石仏は、当時の民間信仰や地域の交流の様子を知るうえで大切な資料です。

どこまで行っても神宮前


